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【 集約】 平成30年度 鴨川府民会議現地調査アンケート

１ 鴨川下流部左岸 河川改修工事箇所

・ 台風、地震、大雨の後の視察で護岸応急復旧の現場や倒木、浸水の様子等もわ

かり、とても有意義な視察でした。ただ、今後の視察の折にはハザードマップ

等の事前勉強になる情報も頭に入れて視察する、より効果的な視察となったの

ではないでしょうか。

・ 河川改修場所の状況が良く理解できた。

・ 鴨川と西高瀬川との合流箇所でもあり、増水時に備えて現流水場所の河床の掘

削をしてはどうか。

・ 私にとっては初めて最下流の龍門堰視察。よく アユの遡上などで出てく る地名。

まだ工事中であったが早く改修され生態系に適した環境になることを期待。

・ 地域住民が河川敷を有効利用出来るような施設。但し、増水時には流水を妨げ

ない施設。

・ 大変見晴らしの良い場所でしたので，今後高水敷をどのように利用するか興味

が湧きました。

・ 川の下流、常近づく ことなく 、昔のイメージから時間をかけ、長年の計により、

今回の視察で随分と美的環境も含め改良されたことを感じた。

・ 調査の日は台風後と雨で人がいませんでしたが、普段の人通りや利用はどのく

らいあるのでしょうか。河川敷が広 し々ていていいですが北山辺りと比べると

閑散とした印象でした。

・ 龍門堰が設置された頃、現地を見せていただき、効果的だとの説明を受けた。

今後は、上流においても実施予定でしょうか？（ 大いに期待している）

・ 河川改修については、様 な々関係者と調整の上、実施に至ったことを改めて認

識しました。

・ 一日も早く 完了し、安全な川へと実現していただきたい。そのためにも、府民

へのこの工事の大切さをもっとアピールしていただきたい。

・ 上流とは異なる緑豊かな広 と々した景色と、堤防近く の低い住宅地が印象的で

した。上流からの全ての流れを、この場所でしっかり受けて、桂川へと合流して

ゆく 大切な場所で、災害の度に様 な々整備がなされていることがわかりました。

・ 下流部左岸周辺は、その広さゆえに、様々な可能性を感じました。今年の度重

なる自然災害、異常気象を経て、そのせいか鴨川が真に力強い河川となるには、

目に見える緑化整備等も大切でしょうが、この下流部の安全、確実な整備こそ

急務なのではと思いました。専門家の方々のしっかりとした裏付けのある見識

をもとに、想定外を想定して整備を進めていただきたいです。今回いちばん気

になり、また今までの鴨川に対する認識が大きく変わった場所でした。
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